
令和４年度前期学校評価 児童の集計

苦手意識の克服が課題であり、よりよい個別指導を充実させたい。

国語と同様、補充学習などを行って学力の定着を進めていきたい。



おおむねがんばっているが、なぜできていないのかを個別に対応していきた

い。

がんばって集中して話を聞いている姿が多く見られる。学年に応じて集中でき

る時間が長くできるように支援していきたい。

少人数であるが、話し合い活動に積極的に取り組んでいる。オンライン授業で

も他校の児童と話し合う機会も増えてきている。



行事や集会等の「終わりの会」の感想発表の時間では、ほとんどの児童が感想

や感謝の気持ちを発表することができている。

宿題などを家庭できちんとする習慣ができている。

一部の児童しか読書の習慣が身についていないことが大きな課題である。わく

わく号や学校図書館の利用推進に向けて、様々な手を打っていきたい。



学校生活を楽しんでいる姿が多く見られる。「ささラブ学園」などの体験活動に

も笑顔で参加し楽しみにしている。

進んで明るくあいさつしている姿も見られるが、個人差がある。

多少のトラブルもあるが、これらをうまく対応する経験を積むことで、より

よい人間関係づくりができている。



よく話を聞こうとしている。集中できる時間は個人差が見られるが、経験する

ことによって能力が身に付いている。

約束やルールを守って生活している。

仲良く学校生活を送っている。特に高学年が下学年に優しく対応している。



相談できる友達がいないという状況を把握して対応していきたい。

今後もアンケートや相談、日常観察をしっかりと行っていきたい。

教職員が手本となって、敬称をきちんとつけて呼ぶようにしていきたい。



生活習慣がきちんとできていない児童は、学校生活でも影響が見られる。家庭

と連携しながら支援していきたい。

外に出て友達と楽しくサッカーしたり一輪車に乗ったりしている。

保護者の評価では、約3分の2の家庭で、メディアのコントロールが難しく、時

間などのルールも決まっていないことが大きな課題であった。家族間でのルール

作りが急務である。



身だしなみや整理整頓がきちんとできているが、個人差も大きい。繰り返し巻

き返しの支援が必要である。

虫歯がある児童は少ないが、きちんと行う習慣を確実に身につけさせたい。

学校として平日に行われる地域行事では、高齢者との交流会（合奏披露や

昔遊び）やふるさと体験学習など、地域とつながってしっかり活動している。



これから、みんなでやってみたい活動があれば、書きましょう。

梅ジュースづくり。行事をもっと増やしたい。来年もまたカヌーがしたい。

あまりしていない児童もおり、学校でも家でお手伝いを行う支援をしていきた

い。

大人の言うことに耳を傾けて行動しようとする姿が多く見られる。

地域の方々の支援で「ふるさと体験学習」が年々充実して、子ども達の郷土。


